
順
接
か
ら
逆
接
ヘ

　
ー
助
辞
「
と
て
」
逆
接
専
用
化
へ
の
過
程
－

１
、
は
じ
め
に

　
助
辞
「
と
て
」
に
関
し
て
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
る
事
柄
は
、

　
　
①
引
用
節
の
承
接
　
　
　
　
②
語
構
成
と
成
立
過
程

　
　
③
史
的
、
文
献
的
偏
在
　
　
④
逆
接
専
用
化

が
あ
り
、
①
②
③
に
つ
い
て
は
、
中
古
に
於
け
る
「
と
て
」
の
意
味
用

法
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
既
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
（
注
Ｉ
）
。

「
と
て
」
が
、
活
用
語
を
承
け
る
場
合
、
動
作
が
顕
在
化
し
て
い
な
い

も
の
、
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
も
の
が
多
数
を
占
め
る
の
で
あ
る
が
、

そ
こ
で
保
留
し
た
問
題
、
即
ち
、

　
④
助
辞
「
と
て
」
は
、
中
世
以
降
、
逆
接
用
法
が
徐
々
に
勢
力
を
増

　
　
し
、
逆
接
専
用
化
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

と
い
う
こ
と
自
体
は
、
既
に
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
が
（
注
２
）
、
で
は
、
何
故
、
逆
接
と
し
て
専
ら
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
に
関
し
て
は
不
明
な
点
が
多
く
存
し
て

い
る
。
中
古
を
考
察
し
た
上
で
は
、
逆
接
用
法
自
体
は
中
古
か
ら
存
し

森
　
脇
　
茂
　
秀

て
は
い
た
が
、
全
体
の
「
と
て
」
の
用
例
数
か
ら
見
れ
ば
少
数
で
あ
っ

て
、
し
か
も
そ
れ
は
意
味
が
形
式
化
し
た
「
い
ふ
」
の
省
略
形
と
考
え

ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
中
世
期
に
口
語
的
要
素
を
含
ん
で
い

る
と
考
え
ら
れ
る
、
延
慶
本
平
家
物
語
、
抄
物
、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
を

対
象
と
し
、
△
中
附
の
「
と
て
」
の
引
用
節
の
動
作
性
▽
を
考
察
す
る

こ
と
で
、
逆
接
専
用
化
と
な
る
プ
ロ
セ
ス
の
要
因
を
明
ら
か
に
し
た
い

と
巴
う
。

２
‐
１
、
延
慶
本
平
家
物
語
中
の
「
と
て
」

　
接
続
関
係
が
、
「
順
接
か
ら
逆
接
へ
」
と
変
容
す
る
場
合
、
そ
の
用

法
中
、
変
容
し
た
時
代
に
何
ら
か
の
動
因
と
な
っ
た
も
の
が
存
在
し
た
、

と
想
定
す
る
こ
と
は
、
当
然
の
理
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
変
容
し
た
と

考
え
ら
れ
る
中
附
と
い
う
時
代
に
お
い
て
、
順
接
用
法
か
ら
逆
接
用
法

へ
転
じ
た
「
と
て
」
の
用
法
中
で
、
最
も
注
目
さ
れ
る
も
の
に
「
ば
と
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て
」
と
い
う
語
形
か
お
る
。
こ
の
「
ば
と
て
」
形
は
、
中
世
初
期
に
逆

接
用
法
と
し
て
産
出
し
始
め
、
後
述
す
る
が
、
『
ば
っ
て
（
ん
）
」
と
語

形
を
変
え
て
は
い
る
か
、
逆
接
用
法
専
用
と
し
て
現
在
方
言
に
脈
々
と

生
き
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
「
と
て
」
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
前
節
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
平
安
時

代
は
主
に
順
接
用
法
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
形
態
上
「
ば
と
て
」

と
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
『
源
氏
物
語
』
で
約
１
％
に
し
か
過
ぎ
ず
、

し
か
も
「
ば
と
て
」
形
で
あ
っ
て
も
、
逆
接
で
は
な
か
っ
た
（
注
３
）
。

し
か
し
、
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
に
「
已
然
形
プ
ラ
ス
『
ば
と
て
』
」
形

で
逆
接
を
表
す
も
の
が
存
し
て
い
る
点
、
注
目
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
ｉ

［
用
例
Ｉ
］
「
勅
定
ニ
テ
候
ヘ
バ
ト
テ
、
ヒ
タ
頭
ラ
ニ
テ
ハ
争
（
い
か

　
　
で
）
カ
兪
議
仕
候
ペ
キ
」
ト
中
タ
リ
ケ
レ
バ
、
（
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
一
本
　
9
8
ぺ
）

［
用
例
２
］
昔
ョ
リ
雨
ヲ
祈
り
日
ヲ
祈
ル
事
ハ
有
シ
カ
ド
モ
、
飢
饉
疫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丿

　
　
痍
迄
チ
所
二
祈
留
ル
例
、
未
承
及
。
サ
レ
バ
ト
テ
、
辞
中
サ
バ
、

　
　
王
命
ヲ
背
ク
ニ
似
タ
リ
。
　
　
　
　
　
　
　
（
第
一
本
　
9
9
ぺ
）

［
用
例
３
］
（
略
）
只
眼
二
遮
ル
モ
ノ
ト
テ
ハ
尽
セ
ヌ
涙
計
胆
。
サ
レ

　
バ
ト
テ
カ
ク
テ
ヤ
ム
ベ
キ
ニ
モ
ア
ラ
ズ
。
（
第
二
末
　
４
６
３
ぺ
）

［
用
例
４
］
既
二
暁
二
成
ニ
ケ
レ
バ
、
一
一
人
ナ
ガ
ラ
大
覚
寺
へ
行
テ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
Ｊ

　
「
聖
モ
今
マ
デ
オ
ト
モ
セ
ズ
、
サ
レ
バ
ト
テ
京
都
ニ
テ
年
ヲ
ク
ラ

　
　
テ
置
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ネ
バ
、
（
略
）
　
　
（
第
二
末
　
５
２
２
ぺ
）

［
用
例
６
］
土
屋
三
郎
恵
ケ
ル
ハ
、
「
ネ
（
寝
）
人
タ
ル
ョ
シ
ヲ
シ
テ
、

　
　
コ
ゝ
ヲ
ト
ヲ
（
通
）
シ
テ
先
二
人
ヲ
ヲ
キ
テ
、
中
二
取
箭
ト
ス
ル

　
　
ヤ
ラ
ム
。
」
サ
レ
バ
ト
テ
可
帰
ニ
モ
非
ズ
シ
テ
、
走
通
ケ
レ
バ
、

　
　
誠
寝
人
タ
リ
ケ
ル
時
ニ
ヲ
ト
モ
セ
ズ
。
（
第
二
末
　
５
２
４
ぺ
）

　
［
用
例
１
］
「
ニ
テ
候
フ
」
、
［
用
例
４
］
「
ク
ラ
ス
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
」
は
、

直
前
に
指
定
表
現
を
承
け
た
も
の
で
逆
接
を
表
し
て
お
り
、
そ
の
他
は

接
続
詞
「
さ
れ
ば
と
て
」
形
で
あ
る
。

　
そ
の
一
方
で
形
態
上
二
ば
と
て
」
で
は
あ
る
が
、
平
安
時
代
と
同
じ

く
順
接
を
表
す
も
の
も
ま
た
存
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ

　
［
用
例
７
］
花
山
院
ノ
左
大
臣
ノ
御
台
盤
ノ
親
ク
ヲ
ハ
ス
レ
バ
ト
テ
、

　
　
上
両
女
房
ニ
テ
、
廊
御
方
卜
申
ケ
ル
ト
カ
ヤ
。
（
第
一
本
　
3
6
ぺ
）

こ
の
よ
う
に
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
で
は
「
已
然
形
プ
ラ
ス
『
ば
と
て
』
」

形
で
逆
接
を
表
現
す
る
用
法
が
多
数
を
占
め
、
史
的
に
見
た
場
合
、

‐
7
ば
と
て
」
形
が
順
接
用
法
か
ら
逆
接
用
法
へ
と
移
行
し
て
ゆ
く
過
程

の
初
期
段
階
を
示
し
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
「
ば
と

て
」
形
は
［
用
例
２
］
等
の
よ
う
に
、
「
さ
れ
ば
と
て
」
と
い
う
接
続

刎
を
十
二
倒
産
出
し
て
お
り
、
口
語
の
世
界
で
は
「
ば
と
て
」
形
が
頻

用
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
「
未
然
形
プ
ラ
ス
『
ば
と
て
』
」
形
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

［
用
例
８
］
典
侍
貴
妃
ノ
宣
ク
、
「
（
略
）
」
ト
恨
給
ケ
レ
バ
、
サ
ラ
バ

　
ー
　
ト
テ
七
日
七
夜
、
菩
薩
浄
戒
ヲ
授
奉
ラ
ル
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
一
末
　
１
１
８
ぺ
）

【
用
例
９
】
六
条
中
ケ
ル
ハ
「
男
ハ
心
強
牛
コ
ソ
憑
ク
候
へ
。
（
略
）
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ス
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ネ
バ
ト
テ
、
北
条
既
二
暁
立
ベ
キ
ニ
テ
候
。
（
略
）
」

　
ト
テ
ー
一
人
ノ
者
共
柚
ヲ
完
二
押
当
て
オ
メ
キ
叫
（
ブ
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
六
末
　
４
９
０
ぺ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

［
用
例
５
］
（
略
）
本
意
ヲ
遂
ベ
シ
ト
云
ケ
レ
ド
モ
、
サ
レ
バ
ト
テ
ス



御
文
ヲ
ア
ソ
バ
シ
テ
給
候
へ
。
侍
従
ニ
ト
ラ
セ
候
ワ
ム
」
ト
云
ケ

　
　
レ
バ
、
サ
ラ
バ
ト
テ
文
ヲ
カ
キ
テ
六
条
ニ
タ
ビ
テ
ケ
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
五
木
　
２
７
６
ぺ
）

　
［
用
例
８
］
［
用
例
９
］
の
如
く
、
平
安
時
代
に
も
見
ら
れ
た
「
さ
ら

ば
と
て
」
形
の
み
で
あ
る
。
『
延
慶
事
平
家
物
語
』
で
は
、
こ
の
「
さ

ら
ば
と
て
」
形
が
四
例
見
出
さ
れ
る
が
、
こ
の
「
さ
ら
ば
と
て
」
は

ー
「
さ
れ
ば
と
て
」
よ
り
も
早
く
『
源
氏
物
語
』
に
現
れ
て
お
り
、
こ
の
‘

こ
と
は
、
「
と
て
」
の
引
用
節
の
動
作
性
が
Ａ
未
だ
顕
在
化
し
て
い
な

い
、
或
い
は
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
も
の
Ｙ
か
ら
、
Ａ
既
に
顕
在
化
し
た

も
の
Ｖ
へ
、
変
容
し
つ
つ
あ
る
姿
を
表
し
て
い
る
流
れ
の
中
で
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

２
－
２
、
史
記
抄
の
「
と
て
」

　
逆
接
の
「
ば
と
て
」
の
用
例
は
、
抄
物
初
期
の
『
史
記
抄
』
に
も
用

い
ら
れ
て
い
る
。

［
用
例
1
0
］
秦
楚
ヲ
合
ス
レ
ハ
ト
テ
韓
ニ
ア
タ
ラ
ウ
用
テ
ハ
ナ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
史
記
抄
　
ト
．
・
　
３
ウ
）

　
　
レ
ハ
ト
テ
時
代
力
遠
ク
隔
タ
ト
モ
不
忠
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
史
記
抄
　
二
　
１
２
８
ウ
）

　
［
用
例
1
0
］
［
用
例
1
1
］
の
「
ば
と
て
」
は
、
後
件
句
に
否
定
語
「
な

い
」
が
存
す
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
逆
接
用
法
で
あ
り
、

［
用
例
1
2
］
は
逆
接
の
接
続
詞
化
し
た
「
さ
れ
ば
と
て
」
で
あ
る
。

　
ま
た
、
『
史
記
抄
』
中
に
は
未
然
形
に
承
接
す
る
つ
ば
と
て
」
形
は
、

『
延
慶
本
平
家
物
語
』
同
様
、
「
さ
ら
ば
と
て
」
し
か
存
し
な
い
。
以
下
、

用
例
を
示
す
。

　
［
用
例
1
4
］
愛
慕
１
－
少
子
チ
ヤ
ホ
ト
ニ
是
非
二
御
ト
モ
中
サ
ウ
ト

云
ホ
ト
ニ
サ
ラ
ハ
ト
テ
ツ
レ
ラ
ル
ｘ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
史
記
抄
　
四
　
4
9
オ
）

【
用
例
1
5
】
サ
ラ
ハ
ト
テ
國
中
ヲ
索
リ
サ
カ
シ
テ
諸
侯
ノ
客
ヲ
丁
人
テ

　
　
マ
リ
ヲ
ク
ヘ
カ
ラ
ス
ト
云
テ
サ
カ
ス
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
史
記
抄
　
四
　
Ｇ
オ
）

［
用
例
1
6
］
サ
ラ
ハ
ト
テ
チ
ツ
ト
コ
ゝ
ロ
ム
ル
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
史
記
抄
　
八
　
1
2
オ
）

『
史
記
抄
』
に
お
い
て
は
、
［
用
例
1
4
］
【
用
例
1
5
】
［
用
例
1
6
一
　
の
よ

う
な
「
さ
ら
ば
と
て
」
形
は
、
1
0
数
例
用
例
が
存
す
る
の
に
対
し
、

「
さ
れ
ば
と
て
」
は
４
例
の
み
で
あ
っ
て
、
用
例
数
か
ら
言
え
ば
「
さ

ら
ば
と
て
」
が
優
位
に
立
つ
。
接
続
詞
「
さ
ら
ば
と
て
」
は
、
「
ば
と

て
」
形
の
大
勢
が
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
、
後
述
す
る
キ
リ
シ
タ
ン
資

料
等
か
ら
も
、
逆
接
へ
と
変
化
し
て
い
た
時
期
に
存
在
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
が
、
「
ば
と
て
」
が
逆
接
化
す
る
初
期
の
段
階
で
は
未
然

形
を
承
接
す
る
も
の
も
依
然
と
し
て
存
し
て
い
た
こ
と
も
見
逃
せ
ぬ
よ
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［
用
例
Ｈ
］
三
老
ト
云
ヘ
ハ
ト
テ
三
人
テ
ハ
ナ
イ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
史
記
抄
　
ｔ
二
　
5
0
オ
）

［
用
例
1
2
］
イ
カ
ニ
憎
牛
者
ナ
レ
ハ
ト
テ
ト
カ
ヲ
云
カ
ケ
テ
殺
ス
マ
シ

　
イ
者
ヲ
洙
滅
ス
ル
ハ
至
悪
ナ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
史
記
抄
　
十
五
　
3
4
オ
）

［
用
例
1
3
］
ナ
セ
ニ
ト
云
ヘ
ハ
ナ
ニ
カ
周
元
幽
定
王
ハ
ア
ラ
ウ
ソ
　
サ



う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
未
然
形
を
承
接
す
る
も
の
は
「
さ
ら
ば
と

て
」
に
限
ら
れ
て
お
り
、
「
未
然
形
プ
ラ
ス
『
ば
と
て
』
」
は
「
已
然
形

プ
ラ
ス
『
ば
と
て
』
」
に
比
し
て
、
固
定
化
し
た
用
法
と
し
て
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
次
の
よ
う
な
つ
ば
と
て
」
の
用
例
か
お
る
。

［
用
例
1
7
一
堅
石
白
馬
ト
云
テ
堅
卜
云
ヘ
ハ
ト
テ
、
石
ハ
カ
リ
テ
モ
ア

　
ー
　
ー
　
　
　
ー

　
ラ
バ
ヤ
、
白
馬
ト
云
ハ
ト
テ
、
馬
ハ
カ
リ
テ
モ
ア
ラ
バ
ヤ
ナ
ン
ト

　
　
こ
辨
士
カ
テ
キ
テ
云
ヲ
堅
白
異
同
之
辨
卜
云
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
史
記
抄
　
乍
一
　
1
4
ウ
）

【
用
例
1
8
】
巨
非
‐
―
－
我
丁
人
ハ
カ
リ
テ
モ
ナ
シ
、
奨
於
期
モ
我
ヲ

　
　
タ
ノ
ウ
テ
キ
タ
モ
ノ
ヲ
、
イ
カ
ニ
秦
カ
ヲ
ソ
ロ
シ
ケ
レ
ハ
ト
テ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

　
　
カ
ハ
イ
ケ
ニ
棄
テ
テ
モ
ア
ラ
ハ
ヤ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
史
記
抄
　
和
一
　
7
9
ウ
）

こ
の
［
用
例
1
7
一
［
用
例
1
8
］
は
、
逆
接
の
「
ば
と
て
」
の
用
例
で
あ

る
が
、
後
件
句
に
「
ば
や
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
「
ば
や
」
は
文
意
か
ら
し
て
明
ら
か
に
否
定
の
意
で
あ
る
が
、
こ

の
「
否
定
の
『
ば
や
』
」
初
出
例
は
中
世
期
で
あ
り
、
し
か
も
口
語
性

の
強
い
も
の
に
し
か
見
ら
れ
な
い
（
注
４
）
。
こ
の
よ
う
に
「
ば
と
て
」

が
先
行
し
、
そ
れ
に
対
し
て
否
定
の
「
ば
や
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
否
定
の
「
ば
や
」
の
語
性
か
ら
し
て
「
（
已
然
形
プ
ラ

ス
）
ば
と
て
」
の
口
語
性
を
傍
証
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

２
－
３
、
狂
言
中
の
「
ば
と
て
」

　
　
し
大
正
狂
言
本
、
虎
明
本
を
中
心
に
ー

　
狂
言
資
料
で
現
存
最
古
の
資
料
で
あ
る
『
人
肌
狂
言
本
』
中
の
「
と

て
」
は
9
4
例
存
し
て
お
り
、
そ
の
上
接
語
を
纏
め
て
示
す
と
次
の
よ
う

に
な
る
。

※
助
動
詞

3
0
例

（
な
り
　
石
鯛
／
む
（
ん
）
2
0
例

べ
し
じ

※
形
容
動
詞
語
幹
（
も
っ

　
３
例
／
ず
（
打
消
）
１
例

　
１
例

と
も
）
　
４
例

※
形
容
詞
　
1
8
例
　
（
お
そ
き
８
／
ふ
か
き
３
／
呑
な
い
！
／

※
動
詞
　
2
8
例

な
し
２
／
身
作
占
し
Ｉ
／
心
許
な
し
１
／

ひ
だ
る
し
１
／
め
で
た
し
１
）

※
名
詞

13 1

例

※
ば
と

て

１

例

’
平
安
時
代
の
「
と
て
」
の
場
合
、
「
未
然
」
Ａ
動
作
の
顕
在
化
し
て

い
な
い
も
の
Ｙ
、
「
将
然
」
Ａ
動
作
が
顕
往
化
し
つ
つ
あ
る
も
の
Ｙ
を

承
接
す
る
も
の
が
大
勢
で
あ
り
、
「
既
然
」
Ａ
動
作
が
既
に
顕
在
化
し

た
も
の
Ｖ
は
少
数
で
あ
っ
た
。
『
大
正
狂
片
木
』
の
場
合
、
卜
接
語
を

比
較
し
て
み
る
と
、
「
未
然
」
「
将
然
」
が
多
数
を
占
め
て
お
り
、
相
違

は
見
受
け
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
形
容
詞
に
承
接
す
る
用
例

が
多
い
こ
と
、
近
巨
よ
り
逆
接
用
法
と
し
て
確
立
し
て
ゆ
く
指
定
辞
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「
な
り
」
を
承
接
す
る
用
例
が
存
し
て
い
る
と
い
う
点
は
注
目
さ
れ
る
。

　
そ
の
な
か
で
、
こ
こ
で
問
題
と
し
て
い
る
「
ば
と
て
」
は
、

　
［
用
例
1
9
］
（
略
）
身
肺
曇
り
無
け
れ
ば
と
て
玉
藻
の
前
と
召
さ
れ
け

　
　
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
9
才
　
３
２
４
ぺ
）

と
Ｉ
鯛
の
み
で
あ
り
、
し
か
も
、
こ
の
用
例
は
順
接
用
法
で
あ
っ
て
、

『
延
慶
本
平
家
物
語
』
の
［
用
例
７
］
と
同
質
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
逆
接
の
「
ば
と
て
」
は
『
大
正
狂
言
本
』
に
は
表
れ
な
い
の
‘

で
あ
る
が
、
「
ば
と
て
」
以
外
に
も
逆
接
の
用
例
は
皆
無
で
あ
り
、
『
大

正
狂
言
本
』
に
於
い
て
は
「
と
て
」
の
統
一
さ
れ
た
用
法
を
窺
う
こ
と

が
で
き
る
。

　
次
に
、
『
大
蔵
流
虎
明
本
』
に
つ
い
て
。
『
虎
明
本
』
で
は
「
と
て
」

は
２
３
５
例
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
「
む
と
て
」
形
3
7
鯛
と

「
将
然
」
の
用
例
も
依
然
と
し
て
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
ま
た
。

方
で
、
「
ば
と
て
」
は
1
0
鯛
用
い
ら
れ
て
お
り
、
す
べ
て
已
然
形
に
承

接
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
「
未
然
形
プ
ラ
ス
『
ば
と
て
』
」
は
存
し
な
い
。

以
下
、
「
（
已
然
形
プ
ラ
ス
）
ば
と
て
」
の
用
例
を
示
す
。

　
［
用
例
2
0
］
天
照
大
神
ヨ
リ
ご
。
番
メ
ノ
ヲ
ト
く
成
レ
ハ
ト
テ
西
ノ
宮

　
　
ノ
ヱ
ビ
ス
三
郎
殿
ト
イ
ハ
ゝ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゑ
ひ
す
大
黒
（
Ｌ
）
散
Ｅ
大
　
2
8
ぺ
）

　
〔
用
例
割
〕
ひ
る
こ
と
は
某
が
嘔
、
天
照
大
神
よ
り
、
三
番
目
の
弟
な

　
れ
ば
と
て
に
し
の
宮
の
ゑ
ひ
す
三
郎
殿
と
い
は
ゝ
れ
、
氏
し
ゆ
じ

　
や
う
、
誰
に
か
お
と
り
給
ふ
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゑ
ひ
す
毘
沙
門
（
上
）
３
２
８
ぺ
）

［
用
例
2
2
一
則
み
や
う
が
と
い
ふ
も
の
は
槃
特
の
廟
所
よ
り
お
ひ
出
た

る
物
な
れ
ば
と
て
鈍
根
草
と
名
付
け
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ど
ん
ご
む
さ
う
（
中
）
7
5
ぺ
）

［
用
例
2
3
］
殺
生
を
す
る
石
な
れ
ば
と
て
、
せ
つ
し
や
石
と
は
付
ら
れ

　
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
り
き
つ
ね
（
下
）
１
２
５
ぺ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

［
用
例
2
4
］
（
果
報
者
）
ま
だ
り
く
つ
を
ぬ
か
す
か
。
人
が
い
へ
ば
と

　
１
　
て
、
買
う
て
失
す
る
も
の
か
　
　
（
目
近
龍
骨
（
上
）
9
6
ぺ
）

［
用
例
2
5
一
牛
の
子
に
ふ
ま
る
な
に
わ
の
か
た
っ
ぷ
り
角
あ
れ
ば
と
て

　
身
を
ば
た
の
み
そ
　
　
　
　
（
　
牛
馬
　
（
上
）
１
２
５
ぺ
）

［
用
例
2
6
］
（
主
）
人
の
用
い
さ
せ
ら
る
れ
ば
と
て
、
某
が
子
細
か
あ

　
る
と
い
ふ
に
、
き
ｘ
お
ら
ひ
で
く
ら
ふ
物
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ど
ん
ご
む
さ
う
（
中
）
7
5
ぺ
）

［
用
例
2
7
］
（
夫
）
女
共
が
よ
せ
て
き
た
れ
ば
と
て
、
深
し
い
事
が
あ

　
　
ら
う
か
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ひ
げ
や
く
ら
（
中
）
２
７
４
ぺ
）

［
用
例
2
8
］
（
金
岡
・
夫
）
是
は
い
か
な
事
、
某
が
ゑ
か
き
の
上
手
な

れ
ば
と
て
、
下
地
の
わ
る
ひ
も
の
が
な
ん
と
し
て
な
ら
ふ
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
か
な
わ
か
（
中
）
２
９
９
ぺ
）
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［
用
例
2
9
］
（
ば
く
ち
打
）
み
め
よ
し
め
も
憎
ひ
、
人
が
呼
べ
ば
と
て
、

　
　
失
す
る
も
の
か
。
頭
か
ら
く
わ
つ
り
く
と
食
は
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
み
め
よ
し
（
下
）
２
２
９
ぺ
）

　
［
用
例
2
0
］
か
ら
［
用
例
2
3
］
ま
で
の
「
ば
と
て
」
は
順
接
の
用
例
で

あ
り
、
承
接
す
る
語
は
指
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
で
あ
る
。
ま
た
、

【
用
例
2
4
】
か
ら
［
用
例
2
9
］
ま
で
の
「
ば
と
て
」
は
逆
接
の
用
例
で

あ
っ
て
、
こ
の
『
虎
明
本
』
の
分
布
は
『
延
慶
杢
平
家
物
語
』
に
見
ら

れ
た
、
順
接
、
逆
接
両
者
が
表
れ
る
と
い
う
現
象
と
等
し
く
、
概
し
て



中
世
後
期
の
姿
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
但
し
、
逆
接
の
「
ば
と
て
」
を
使
用
し
て
い
る
言
語
主
体
は
、
「
夫
」

二
ば
く
ち
打
」
等
、
社
会
的
属
性
は
高
く
な
い
の
で
あ
っ
て
、
所
謂

「
雅
語
」
と
し
て
は
直
截
的
に
す
べ
て
の
「
ば
と
て
」
が
逆
接
用
法
で

あ
る
、
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
社
会
的

属
性
の
高
く
な
い
、
下
層
の
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

日
常
の
民
衆
口
頭
頂
で
は
二
ば
と
て
」
が
逆
接
化
し
て
い
る
、
或
い
は

既
に
逆
接
化
か
完
了
し
た
姿
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
解
し
て
よ
い
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
「
と
て
」
用
法
中
で
、
「
ば
と
て
」
以
外
に
逆
接
と
し
て
用
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

ら
れ
て
い
る
も
の
が
存
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
次
の
よ
う
に
「
と
て
も
」

と
「
も
」
を
伴
っ
て
い
る
点
、
注
目
さ
れ
る
。

　
［
用
例
3
0
］
脂
く
も
天
神
の
御
詠
歌
に
、
牛
の
子
、
踏
ま
る
な
庭
の
か

　
　
た
つ
ふ
り
角
有
と
て
も
身
を
な
頼
み
そ
と
、
か
や
う
に
こ
そ
あ
れ
、

　
　
（
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
牛
馬
　
（
上
）
１
２
４
ぺ
）

［
用
例
3
1
］
只
今
も
申
ご
と
く
内
々
思
ひ
寄
り
て
御
ざ
る
に
よ
り
、
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

　
断
女
に
て
も
申
で
御
ざ
れ
ば
一
段
よ
か
ら
ふ
と
申
た
程
に
、
今
と

　
て
も
別
義
御
ざ
る
ま
ひ
　
　
　
　
（
路
れ
ん
（
中
）
３
３
６
ぺ
）

［
用
例
3
2
一
（
新
発
意
）
し
か
と
そ
な
た
は
わ
ら
ふ
か
、
惣
じ
て
人
の

　
身
の
ト
に
は
、
誰
と
て
も
お
か
し
ひ
事
は
あ
れ
ど
も
、
こ
ら
ゆ
る

　
が
作
法
ぢ
ゃ
　
　
　
　
　
　
　
（
と
び
こ
ゑ
（
中
）
３
５
１
ぺ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

［
用
例
3
3
］
か
り
そ
め
な
が
ら
是
と
て
も
、
ち
や
し
や
う
の
種
の
縁
に

　
今
、
う
ち
わ
の
砂
の
草
か
げ
に
、
ち
や
ち
か
く
れ
失
世
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
う
ゑ
ん
（
中
）
３
８
９
ぺ
）

［
用
例
3
4
］
（
男
二
）
よ
う
こ
そ
ご
ざ
っ
た
れ
。
内
々
は
某
も
そ
れ
へ

　
談
合
に
ま
い
ら
ふ
と
ぞ
ん
ず
る
所
で
御
ざ
っ
た
。
私
は
別
に
こ
し

31

　
ら
へ
た
事
と
て
も
ご
ざ
ら
ぬ
が
、
（
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
連
歌
盗
人
（
下
）
2
4
ぺ
）

［
用
例
3
5
］
（
か
う
の
の
何
某
）
あ
ま
り
の
道
理
に
物
な
申
そ
。
し
か

　
　
も
今
年
は
わ
が
親
の
、
ト
三
年
に
あ
た
り
た
れ
ば
、
親
孝
行
の
だ

　
　
め
と
い
ひ
、
理
と
い
ひ
、
と
か
あ
り
と
て
も
た
す
く
る
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鶏
猫
（
下
）
7
4
ぺ
）

以
上
の
『
大
蔵
流
虎
明
狂
言
本
』
に
表
れ
た
「
と
て
も
」
６
例
は
、
前

件
句
に
「
名
詞
」
、
或
い
は
存
在
詞
「
あ
り
」
を
承
け
、
後
接
す
る
接

続
関
係
か
ら
し
て
も
、
全
て
逆
接
用
法
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
に
対
し
て
、
こ
こ
で
問
題
と
し
て
い
る
「
ば
と
て
」
も
、
『
延
慶
本

平
家
物
語
』
『
史
記
抄
』
同
様
、
順
接
、
逆
接
両
用
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
引
用
節
の
類
似
性
を
指
摘
で
き
る
。
更
に
、

「
ば
と
て
」
は
全
て
已
然
形
承
接
で
あ
っ
て
、
未
然
形
に
承
接
し
た
も

の
は
存
し
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
併
せ
る
と
、
こ
の
こ
と
は
Ａ
未
然
形
、

已
然
形
固
形
に
承
接
し
て
い
た
つ
ば
と
て
」
が
「
已
然
形
プ
ラ
ス
『
ば

茫
て
』
」
と
い
う
型
に
集
約
さ
れ
、
そ
の
語
形
が
逆
接
化
し
て
行
く
Ｖ

状
況
を
凪
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
「
と
て
」
が
逆
接
化
す
る
要
因
と
し
て
、
引
用
節

の
「
已
然
形
プ
ラ
ス
『
ば
と
て
』
」
の
慣
用
句
化
と
共
に
、
「
と
て
」
が

「
も
」
と
複
合
し
た
「
と
て
・
も
」
形
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
恵

わ
れ
る
。
特
に
、
［
用
例
2
5
一
の
「
ば
と
て
」
、
［
用
例
3
0
］
　
の
「
と
て

も
」
は
両
用
法
を
考
え
る
Ｌ
で
示
唆
的
で
あ
る
。



２
－
４
、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
中
の
「
ば
と
て
」

　
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
の
「
ば
と
て
」
に
関
し
て
、
ま
ず
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス

『
日
本
犬
文
典
』
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
○
現
在

接
続
法
の
現
在
に
弓
ｏ
居
（
と
て
）
、
又
は
｛
ｏ
匿
∃
ｏ
（
と
て
も
）
を
添

え
て
、
ン
収
自
呂
叫
｛
ｏ
芯
（
Ｌ
ぐ
れ
ば
と
て
）
等
を
作
る
。

　
　
　
　
　
　
○
完
全
過
去

○
す
べ
て
の
種
類
の
活
用
に
於
け
る
過
去
に
弓
ｏ
ぐ
乱
ｏ
∃
ｏ
（
と
雖
も
）
、

ふ
｛
ｏ
∃
ｏ
（
り
と
も
）
、
｛
ｏ
ヨ
叫
目
印
（
と
ま
ま
）
、
又
は
ぶ
ご
穴
ｏ
ド
（
れ

ば
と
て
）
を
添
え
て
作
る
。

○
第
一
一
種
の
助
辞
は
司
ｏ
∃
ｏ
（
と
も
）
、
司
ｏ
言
｛
ｏ
∃
ｏ
（
と
い
ふ
と
も
）
、

ど
芯
∃
ｏ
（
と
て
も
）
、
｛
ｏ
目
印
∃
印
（
と
ま
ま
）
、
ご
沁
ｏ
Ｆ
（
ば
と
て
）
、

ぶ
ご
江
ｏ
芯
（
れ
ば
と
て
）
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
日
本
語
及
び
葡
萄
牙
語
に
固
有
な
接
続
法
　
7
4
ぺ
以
降
）

・
殿
の
御
出
家
召
せ
ば
と
て
（
ご
Ｑ
｛
ｏ
芯
｝
、
そ
れ
は
如
何
様
心
宛
も

ご
ざ
ら
う
ず
、
そ
な
た
の
出
家
は
何
事
ぞ
。

・
命
惜
し
け
れ
ば
と
て
（
ぷ
ご
叫
｛
ｏ
限
｝
源
氏
に
伝
は
る
服
宝
を
敵
の

手
に
渡
さ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
許
容
法
、
又
は
、
譲
歩
法
　
8
8
ぺ
以
降
）

ロ
ド
リ
ゲ
ス
は
「
許
容
「
譲
歩
ご
が
つ
ば
と
て
」
の
本
来
の
用
法
で

あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
「
い
へ
ど
も
」
「
。
と
も
」
と
併
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
例
文
か
ら
し
て
も
、
目
語
の
世
界
で
は
「
ば

と
て
」
形
、
「
と
て
も
」
形
共
に
逆
接
用
法
と
し
て
既
に
確
立
し
て
い

た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
勿
論
、
他
の
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
に
も
「
ば
と
て
」
の
用
例
は
存
し
て

お
り
、
『
天
駆
版
伊
曽
保
物
語
』
に
は
２
例
（
「
と
て
」
2
1
例
）
、
『
天
草

版
平
家
物
語
』
に
は
1
4
例
（
「
と
て
」
↓
３
７
例
）
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
。

　
［
用
例
3
6
］
た
と
い
鳳
凰
、
孔
雀
の
手
を
換
え
ら
る
る
と
も
我
ら
が
Ｉ

　
　
族
の
あ
ら
う
程
で
無
下
に
敗
軍
す
る
事
は
あ
る
ま
じ
い
に
、
い
わ

　
　
ん
や
こ
う
も
り
づ
れ
の
臆
病
者
ど
も
が
五
万
十
万
敵
に
付
い
た
れ

ば
と
て
、
戦
場
へ
出
で
て
は
Ｉ
羽
も
え
追
う
ま
い
ぞ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
草
版
伊
曽
保
物
語
　
6
1
－
８
）

　
［
用
例
3
7
］
い
か
に
腹
が
立
て
ば
と
て
、
力
に
叶
わ
ぬ
相
手
に
向
う
て

　
　
仇
を
為
さ
う
と
企
つ
る
事
は
、
土
仏
の
水
囃
り
ぢ
ゃ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
草
版
伊
曽
保
物
語
　
8
6
－
1
2
）

　
［
用
例
3
6
］
「
い
わ
ん
や
」
と
い
う
漢
文
訓
談
話
が
先
行
し
て
お
り
、

一
見
す
る
と
文
語
的
場
面
の
よ
う
で
あ
る
が
、
「
ば
と
て
」
は
明
ら
か

に
逆
接
の
意
で
あ
る
。
同
様
に
、
［
用
例
3
7
］
も
「
い
か
に
腹
が
立
つ

か
ら
と
い
っ
て
」
と
い
う
文
意
か
ら
し
て
も
「
ば
と
て
」
は
逆
接
用
法

と
な
っ
て
い
る
。

　
以
下
、
『
天
草
版
平
家
物
語
』
の
「
ば
と
て
」
の
用
例
を
示
す
。

［
用
例
3
8
］
召
さ
れ
う
に
参
ら
ね
ば
と
て
、
命
を
失
は
る
る
ま
で
は
あ

　
　
る
ま
じ
い
。
（
天
草
版
平
家
物
語
　
１
０
０
　
２
１
１
ぺ
）

［
用
例
3
9
一
（
略
）
そ
の
う
ち
に
、
平
家
の
祈
り
を
し
た
真
海
と
い
ふ
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老
僧
会
議
の
場
へ
進
み
出
で
て
申
す
は
：
こ
れ
を
中
せ
ば
と
て
、

　
平
家
の
方
人
を
す
る
と
な
恵
は
せ
ら
れ
そ

　
　
　
　
　
　
　
（
天
草
版
平
家
物
語
　
１
２
２
　
２
５
５
ぺ
）

［
用
例
4
0
］
甲
斐
、
信
濃
の
源
氏
ど
も
は
案
内
知
っ
つ
、
富
士
の
腰
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

　
ら
搦
手
に
ま
は
る
こ
と
も
ご
ざ
ら
う
ず
。
か
う
申
せ
ば
と
て
君
を

　
臆
せ
さ
せ
ま
ら
し
ょ
う
と
て
、
中
す
で
は
ご
ざ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
天
草
廬
平
家
物
語
　
１
５
２
　
３
１
５
ぺ
）

［
用
例
4
1
］
さ
て
こ
れ
ほ
ど
多
い
田
ど
も
を
刈
っ
て
馬
に
飼
う
た
れ
ば

　
と
て
、
あ
な
が
ち
に
法
皇
の
お
咎
め
あ
ら
う
ず
る
こ
と
か
？
兵
根

　
が
な
け
れ
ば
、
下
ド
の
者
ど
も
が
辺
上
な
ど
で
時
々
入
り
取
り
を

（
天
草
版
平
家
物
語
　
4
0
　
引
ぺ
）

［
用
例
佃
］
祇
王
は
さ
れ
ば
と
て
今
さ
ら
人
に
対
面
し
て
、
遊
び
だ
け

　
む
れ
う
ず
る
こ
と
で
も
な
け
れ
ば
、
文
を
取
り
入
る
る
こ
と
も
な

　
し
。
　
　
　
　
　
　
（
天
草
履
平
家
物
語
　
9
8
　
２
０
７
ぺ
）

［
用
例
4
6
］
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
歴
々
の
者
が
木
曽
を
捨
つ
る
に
よ
っ

　
て
、
兼
平
が
申
し
た
は
：
こ
れ
こ
そ
も
っ
て
の
ほ
か
の
御
大
服
で

　
ご
ざ
れ
：
さ
れ
ば
と
て
帝
五
に
対
せ
ら
れ
て
御
合
戦
を
さ
せ
ら
れ

　
う
ず
る
で
む
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
草
版
平
家
物
語
　
２
２
０
　
４
５
１
ぺ
）

［
用
例
4
7
］
新
中
納
言
見
さ
せ
ら
れ
て
使
で
、
せ
ん
な
い
仕
業
か
な
？
・

　
あ
ま
り
罪
な
つ
く
ら
せ
ら
れ
そ
・
・
さ
れ
ば
と
て
し
か
る
べ
い
も
の

　
で
も
な
し
と
仰
せ
ら
る
れ
ば
、
（
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
草
版
平
家
物
語
　
３
４
６
　
７
０
３
ぺ
）

［
用
例
4
8
］
（
略
）
攻
め
落
と
さ
な
ん
だ
れ
ば
、
丹
後
の
侍
従
仰
せ
ら

　
　
　
れ
た
は
・
・
さ
れ
ば
と
て
身
が
ゆ
ゑ
に
お
の
お
の
の
命
を
む
な
し
う

　
　
　
な
し
ま
ら
せ
う
ず
る
こ
と
は
い
た
は
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
草
版
平
家
物
語
　
４
０
６
　
８
２
３
ぺ
）

’
右
の
用
例
か
ら
『
天
草
版
平
家
物
語
』
に
用
い
ら
れ
た
「
ば
と
て
」
も

接
続
関
係
か
ら
し
て
逆
接
で
あ
り
、
引
用
節
中
の
用
言
も
動
作
性
を
有

す
る
も
の
が
存
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
に
表
れ
た
「
ば
と

て
」
の
用
例
は
す
べ
て
「
已
然
形
プ
ラ
ス
『
ば
と
て
』
」
形
で
、
し
か

も
逆
接
用
法
の
み
で
あ
り
、
『
狂
言
台
本
』
等
に
見
ら
れ
た
順
接
用
法

は
存
し
な
い
。
こ
れ
は
他
の
資
料
と
は
相
違
し
て
は
い
る
か
、
日
常
口
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し
た
れ
ば
と
て
、
深
い
と
か
？

　
　
　
　
　
　
　
（
天
草
版
平
家
物
語
　
２
２
０
　
４
５
１
ぺ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

［
用
例
4
2
一
汝
に
逢
う
て
は
名
の
る
ま
い
。
た
だ
今
名
の
ら
ね
ば
と
て
、

　
隠
れ
あ
ら
う
も
の
か
？
首
実
検
の
時
や
す
う
知
れ
う
ぞ
。
急
い
で

　
首
を
と
れ
と
あ
っ
た
れ
ば
；
熊
谷
思
ふ
や
う
は
：
た
だ
今
こ
の
人

討
た
ね
ば
と
て
、
源
氏
勝
だ
う
ず
る
軍
に
負
け
う
で
も
な
し
：
討
っ

た
れ
ば
と
て
、
そ
れ
に
は
よ
る
ま
じ
い
と
思
う
た
れ
ば
、
助
け
奉

ら
ば
や
と
後
を
か
へ
り
み
る
と
こ
ろ
に
、
（
略
）

　
　
　
　
　
　
　
（
天
草
版
平
家
物
語
　
２
７
７
　
５
６
５
ぺ
）

［
用
例
4
3
］
さ
れ
ば
い
か
に
猛
い
将
軍
な
れ
ば
と
て
、
か
や
う
に
な
れ

　
ば
心
は
変
る
な
ら
い
ぢ
ゃ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
草
版
平
家
物
語
　
３
６
２
　
７
３
５
ぺ
）

［
用
例
4
4
一
そ
の
時
清
盛
大
き
に
驚
い
て
、
さ
れ
ば
と
て
出
家
入
道
ま

　
　
で
は
あ
ま
り
け
し
か
ら
ぬ
儀
ぢ
ゃ
。



順
路
に
お
い
て
は
Ｔ
ば
と
て
」
が
逆
接
化
し
て
お
り
、
逆
接
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
各
々
の
資
料
性
を
勘
案
し
て
も
、
「
已
然
形

（
－
れ
）
プ
ラ
ス
『
ば
と
て
』
」
が
中
世
後
期
に
は
逆
接
と
し
て
確
立
し

て
い
た
と
い
う
事
実
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
「
已
然
形

プ
ラ
ス
『
ば
と
て
』
と
併
せ
て
、
「
と
て
も
」
形
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
意
味
用
法
が
内
的
に
変
容
し
つ
ヽ

つ
、
「
ば
と
て
」
と
「
と
て
も
」
が
「
と
て
」
を
、
順
接
用
法
か
ら
逆

接
用
法
へ
、
と
転
ぜ
し
め
た
プ
ロ
セ
ス
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
、
と

い
え
よ
う
。

３
、
「
ば
と
て
」
と
「
ば
っ
て
（
ん
）
」

　
現
在
方
言
の
「
ば
っ
て
（
ん
）
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
分
布
状
況
を

知
る
上
で
、
『
九
州
方
言
の
基
礎
的
研
究
』
「
逆
接
『
け
れ
ど
も
』
」
（
注

５
）
と
『
方
言
文
法
全
国
地
図
』
「
『
寒
い
け
れ
ど
も
』
『
だ
け
ど
』
『
植

　
　
―

え
た
の
に
』
」
（
注
６
）
が
あ
り
、
両
者
と
も
有
益
で
あ
る
。
そ
れ
を
引

用
し
た
も
の
が
第
一
図
と
第
二
図
で
あ
る
（
次
ペ
ー
ジ
）
。
こ
の
方
言

分
布
地
図
に
よ
っ
て
「
ば
っ
て
（
ん
）
」
類
は
、
九
州
方
言
と
東
北
北

部
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
方
言
周
囲
論
的
解
釈
に
よ
っ
て
、
広

く
中
世
後
期
に
は
「
ば
っ
て
」
が
分
布
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　
こ
の
「
ば
っ
て
」
類
に
つ
い
て
、
奥
村
三
雄
氏
、
神
部
宏
泰
氏
は

「
ば
と
て
（
も
）
」
か
ら
の
語
形
変
化
と
し
て
二
ば
っ
て
（
ん
）
」
類
を

お
考
え
の
よ
う
で
あ
り
（
注
７
）
、
筆
者
も
「
ば
と
て
（
も
）
」
か
ら

「
ば
っ
て
（
ん
ご
が
生
じ
た
と
考
え
る
。

　
た
だ
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
現
在
方
言
の
「
ば
っ
て
」
類
は

「
終
爪
形
」
巧
至
は
「
名
詞
形
」
に
承
接
し
、
「
已
然
形
（
仮
定
形
）
」

に
は
承
接
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
直
接
的
に

「
ば
と
て
」
は
「
ば
っ
て
」
類
と
結
び
着
か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
疑
問
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、

神
郷
宏
泰
氏
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
（
注
８
）
。

　
　
　
「
ば
と
て
」
が
、
一
個
の
機
能
体
と
し
て
遊
離
す
る
史
的
事
情
は
、

　
　
　
「
ど
も
」
の
場
合
に
凝
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
例
え

　
　
ば
、
「
良
か
れ
ば
と
て
」
「
～
た
れ
ば
と
て
」
が
、
「
良
カ
イ
バ
ッ

　
　
テ
」
「
～
タ
イ
バ
ッ
テ
」
を
経
て
、
遊
離
し
た
「
バ
了
こ
の
成

　
　
万
に
に
至
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
、
十
分
に
理
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
現
に
肥
前
佐
賀
西
部
域
で
は
、
文
頭
の
接
続
形
式
（
接
続
詞
）
と

　
　
し
て
、
慣
用
的
に
「
ア
イ
バ
ッ
テ
ン
」
（
さ
れ
ば
と
て
も
）
が
頻

　
　
用
さ
れ
て
い
る
。

神
郷
氏
の
指
摘
は
、
「
ば
と
て
」
か
ら
「
ば
っ
て
」
が
成
立
す
る
と
き

に
問
題
と
な
っ
て
い
た
「
ば
っ
て
」
類
の
終
止
形
接
続
の
問
題
を
解
く

も
の
と
し
て
卓
見
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
氏
が
説
か
れ
る
、

　
「
良
か
れ
ば
と
て
」
↓
「
良
か
い
ば
っ
て
」
↓
「
良
か
ば
っ
て
」

と
い
う
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
よ
っ
て
、
現
在
方
言
へ
続
く
、
接
結
社
の

問
題
点
も
解
決
で
き
る
。

　
ま
た
、
神
郷
氏
は
、
現
在
方
言
分
布
よ
り
、

　
　
　
「
バ
ご
ア
ン
」
類
の
分
布
に
お
い
て
、
主
と
し
て
そ
の
外
周
に

　
　
　
「
バ
ご
ア
」
の
き
わ
だ
つ
事
態
か
ら
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
二
ば
と
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　　　　第　二　図

(方言文法全国地図を基に作成)
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て
」
の
方
が
（
「
ば
と
て
も
」
よ
り
も
）
先
行
し
た
か
と
も
考
え

　
　
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
（
　
　
）
筆
者
注
）

と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
が
（
注
９
）
、
中
世
に
お
い
て
は
「
ば
と
て
も
」

の
用
例
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
神
部
氏
の
指
摘
と
正
し
く
符

合
す
る
の
で
あ
っ
て
、
文
献
を
見
る
Ｌ
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
中
世

に
お
い
て
は
「
ば
と
て
も
」
形
が
先
行
し
た
の
で
は
な
く
、
「
は
」
と

「
と
て
」
が
複
合
し
た
「
ば
と
て
」
形
が
先
行
し
、
そ
の
後
「
ば
と
て

も
（
ば
っ
て
ん
）
」
形
が
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
。

４
、
お
わ
り
に

　
以
上
、
「
と
て
」
が
逆
接
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
プ
ロ

セ
ス
と
し
て
、

　
　
・
　
「
ば
と
て
」
形
の
台
頭

　
　
・
引
用
節
中
の
動
作
性
の
消
長
（
動
作
性
か
ら
状
態
化
）

　
　
・
　
「
と
て
」
と
「
も
」
の
複
合
助
辞
「
と
て
も
」

　
　
・
現
在
方
言
「
ば
っ
て
」
類
と
の
関
係

と
い
う
視
点
で
考
察
し
た
。
御
教
授
、
御
叱
責
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
（
尚
、
底
本
は
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
（
『
延
慶
本
平
家
物
語
本
文
篇
』

上
下
　
北
原
保
雄
編
　
勉
誠
社
　
平
２
）
、
『
史
記
抄
』
（
『
抄
物
資
料
集

成
Ｊ
Ｉ
　
清
文
堂
出
版
　
昭
4
6
』
、
『
大
正
狂
言
本
』
（
『
日
本
石
典
全
書
』

　
朝
日
新
聞
社
　
昭
3
1
／
『
狂
言
古
本
二
種
』
わ
ん
や
書
店
　
昭
5
2
）
、

『
大
蔵
虎
用
木
狂
言
集
』
（
『
大
蔵
虎
用
本
狂
言
集
の
研
究
』
1
1
中
下

本
文
篇
　
北
原
保
雄
・
池
田
廣
司
編
　
表
現
社
　
昭
4
7
）
）
、
『
日
本
犬

文
典
』
土
井
忠
夫
訳
　
三
省
堂
　
昭
3
0
、
『
天
草
版
伊
曽
保
物
語
』
井

上
章
　
風
間
書
房
　
昭
3
9
、
『
天
草
版
平
家
物
語
』
（
『
天
草
版
平
家
物

語
対
照
本
文
及
び
総
索
引
』
　
江
口
正
弘
　
明
治
書
院
　
昭
6
1
）
で
あ

る
。

【
注
】

（
注
Ｉ
）
拙
稿
「
助
辞
『
と
て
』
の
成
立
過
程
・
意
味
用
法
を
め
ぐ
っ

　
　
て
」
（
ご
（
「
別
府
大
学
紀
要
」
第
3
6
号
・
平
成
７
年
１
月
）
「
同

　
　
こ
Ｉ
」
」
（
「
山
口
国
文
」
第
1
8
号
・
平
成
７
年
３
月
）

（
注
２
）
北
島
正
年
氏
は
『
国
語
助
詞
の
研
究
』
（
桜
楓
社
・
昭
4
1
）

　
　
三
五
〇
頁
以
降
）
で
次
の
よ
う
に
「
と
て
」
の
逆
接
用
法
を
分

　
　
類
し
て
お
ら
れ
る
。

　
　
　
　
室
町
期
頃
ま
で
は
「
已
然
形
プ
ラ
ス
ば
」
を
受
け
る
ば
あ
い

　
　
　
　
が
多
い
。
汀
八
時
代
に
な
る
と
出
「
已
然
形
プ
ラ
ス
は
」
閣

　
　
　
　
完
了
の
「
だ
」
③
用
言
を
直
接
受
け
る
も
の
（
「
と
て
も
」

　
　
　
　
を
含
む
）
に
な
る
。

（
注
３
）
注
１
に
同
じ
。

（
注
４
）
否
定
の
「
ば
や
」
に
つ
い
て
は
、

　
　
福
島
邦
道
氏
「
否
定
の
『
ば
や
』
に
つ
い
て
」
（
「
未
定
稿
」
３
・

　
　
昭
3
1
）
、
「
否
定
の
『
ば
や
竺
再
考
（
「
実
践
国
文
学
」
1
6
・
昭
5
4
）

　
　
（
以
上
は
『
語
史
と
方
言
』
（
笠
間
　
書
院
・
昭
6
3
）
に
所
収
）
、

　
　
山
内
洋
。
郎
氏
「
否
定
の
助
詞
『
ば
や
』
に
つ
い
て
」
（
『
連
歌

　
　
と
そ
の
周
辺
』
中
庶
文
芸
叢
書
　
別
巻
Ｉ
・
昭
4
2
）
『
中
世
語
論

一

37



　
　
考
』
（
清
文
堂
出
版
・
平
元
）
、
湯
沢
幸
吉
郎
氏
『
室
町
時
代
の
言

　
　
語
研
究
』
（
昭
４
）
、
小
林
好
日
氏
「
二
つ
の
ば
や
」
（
『
安
藤
教

　
　
授
還
暦
祝
賀
記
念
論
文
集
』
（
昭
1
5
）
後
『
国
語
学
の
諸
問
題
』

　
　
（
岩
波
書
店
・
昭
1
6
）
所
収
）
、
出
雲
朝
子
氏
「
国
語
学
」
書
評
Ｉ

　
　
７
０
（
平
４
）
が
あ
り
、
そ
の
語
性
、
成
立
の
更
な
る
考
察
に
つ

　
　
い
て
は
別
稿
を
用
意
し
た
く
恵
う
。
ま
た
、
否
定
の
「
ば
や
」
の

　
　
用
例
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

　
　
　
何
と
て
か
蓼
湯
の
か
ら
く
な
か
る
ら
ん
、
と
い
ふ
に
、
う
め
水

　
　
と
て
も
す
く
も
あ
ら
ば
や
（
菟
玖
波
集
十
九
）

　
　
と
あ
り
、
中
世
後
期
に
は
「
と
て
も
」
が
逆
接
用
法
と
し
て
先
行

　
　
し
、
そ
の
後
、
否
定
の
「
ば
や
」
を
伴
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
恵

　
　
わ
れ
る
。

（
注
５
）
『
九
州
方
言
の
基
礎
的
研
究
　
改
訂
版
』
（
九
州
方
言
学
会

　
　
風
間
書
房
　
初
版
　
昭
4
4
　
改
訂
版
　
平
成
３
）

（
注
６
）
『
方
言
文
法
全
国
地
図
１
』
（
国
立
国
語
研
究
所
編
　
大
蔵
省

　
　
印
刷
局
　
平
成
元
）

（
注
７
）
「
方
言
と
古
語
」
『
講
座
日
本
語
の
語
彙
』
８
　
明
治
書
院
・

　
　
昭
5
8
）
／
『
九
州
方
言
の
表
現
諭
的
研
究
』
（
和
泉
書
院
・
平
成

　
　
４
年
）

（
注
８
）
注
７
『
九
州
方
言
の
表
現
論
的
研
究
』
（
和
泉
書
院
・
平
成

　
　
４
年
）
に
同
じ
。

（
注
９
）
注
８
に
同
じ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
学
文
学
部
国
文
学
科
専
任
講
師
）

－

－

－

－

｜
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